
2024 2 4
2023 2 3

D.I.

2  GLP-1

36

872499

3mg
30200AMX00513000

7mg
30200AMX00514000

14mg
30200AMX00515000

2021 22020 11

9.7 

9.8 

16.6.3
10
10.2 

11

11.1 
11.1.1 

-

8.3 8.4 9.1.3 10.2 17.1.1-17.1.6
11.1.2 0.1%

8.6 8.7 9.1.1
11.1.3 
8.10

11.2 

1

2
14
14.1 
14.1.1 PTP PTP PTP

14.1.2 PTP
14.1.3 PTP

PTP
15
15.2 
15.2.1 

2
AUC

2.8 C
2

8.9
15.2.2 

pH
Cmax 276

9.5 9.6
20

PTP
21

22
3mg    100 10 PTP 10
7mg    100 10 PTP 10
14mg  100 10 PTP 10

24
    

100-0005  2-1-1 Tel 0120-180363
MSD   MSD

102-8667  1-13-12 Tel 0120-024961

3
3.1 3.2 

4
2
5

6
1 1 7mg 1 1

3mg 4 1 1 7mg
1 1 7mg 4 1 1 14mg
7
7.1 1

120mL 3mg 7mg 14mg 1
30

16.2.1-16.2.3
7.2 14mg 7mg 2 16.2.1
7.3 
8
8.1 3 4

8.2 
16.1

8.3 
9.1.3 11.1.1

8.4 
11.1.1

8.5 

8.6 
9.1.1 11.1.2

8.7 
9.1.1 11.1.2

8.8 
8.9 

15.2.1
8.10 

11.1.3
8.11 

8.12 DPP-4 GLP-1

9
9.1 
9.1.1 
8.6 8.7 11.1.2

9.1.2 

9.1.3 

8.3 11.1.1
9.1.4 

16.2.1
9.4 
2 9.5
9.5 

AUC 0.6 0.5 5.6 8.6

9.4 15.2.2
9.6 

15.2.2

-

DPP-4 SGLT2
   11.1.1

16.7 AUC
33%

2

1

5% 1 5% 0.5 1%

 3mg

13.5mm 7.5mm

 7mg  14mg

400.7mg 404.7mg 411.7mg
3 novo 7 novo 14 novo

1
3mg

1
7mg

1
14mg

6mm

2
2.1 
2.2 1

2.3 

インタビュー日｜2022年12月23日　場所｜糖尿病・内分泌内科クリニックTOSAKI（愛知県名古屋市）

リベルサス®錠の処方にあたって

医療法人TDE 糖尿病・内分泌内科クリニックTOSAKI

院長 戸崎 貴博 先生

管理栄養士 佐藤 史織 先生

監修

2型糖尿病の治療にあたっては、ライフスタイルや合併症など糖尿病がある方一人ひとりのバックグラ
ウンドを考慮した個別治療が求められている1。今回は、愛知県名古屋市で糖尿病や甲状腺疾患をご専門
に診療されている糖尿病・内分泌内科クリニックTOSAKI 院長 戸崎 貴博 先生及び管理栄養士 
佐藤 史織 先生に、クリニックでの2型糖尿病治療の取り組みや、経口GLP-1受容体作動薬である
リベルサス®錠を処方する際の注意点ならびに処方後のフォローなどについてお伺いした。



戸崎　糖尿病治療において重要なことは、糖尿病がある
方の情報を多く知ることです。そのため、糖尿病がある方
から当院スタッフが得た情報は、電子カルテなどを通して
院内で共有しています。
佐藤　当院では糖尿病がある方を対象に栄養士が20分
程度の栄養相談を行っています。また、それ以外にも糖尿病
がある方とコミュニケーションをとる機会に、治療の悩みや
ライフスタイルについてお話しいただけることがあります。

戸崎　2型糖尿病治療において一番重要なことは血糖を
しっかりとマネジメントすることです。HbA1cのさらなる
マネジメントが必要な2型糖尿病がある方にリベルサス®

錠は使用可能であると考えています。ただし、高齢でフレ
イルのある方は一般にGLP-1受容体作動薬にみられる
副作用である胃腸障害の発現1により食事量が減少して
しまうことが懸念されるため、投与には注意が必要です。
また、2型糖尿病治療は医師やクリニックのスタッフが
主導で行うものではなく、2型糖尿病がある方自身に参加
意識を持っていただく必要があります。当院では、薬剤の
追加や変更の際に、個々の病態にあったものを複数検討し、
その選択肢の効果や安全性、作用機序、医療費などを
説明したうえで、最終的に糖尿病がある方自身に選んで
いただくことで、治療に参加しているという意識を持って
いただいています。
佐藤　リベルサス®錠をはじめとして薬剤の変更や追加
があった方から「せっかく治療薬を変えたのだから、その

効果を無駄にしないために生活習慣の改善にもしっかり
取り組みたい」といった声を聴くことがあります。自身の
意思で治療を決定したということが、治療に対するモチ
ベーションの向上につながっていると実感しています。

戸崎　リベルサス®錠は2型糖尿病がある方の治療選択肢
の1つである一方で、服用方法には3つの注意点がありま
す。それらの注意点を守っていただいてはじめて、リベル
サス®錠の効果が発揮されるため、しっかりと理解して
いただいたうえで処方することを心がけています。なお、
説明には「リベルサス®錠の薬袋用リーフ」を活用し、糖尿病
がある方と一緒に3つの注意点を確認しながら説明を
行っています（図2）。
注意点の1つ、「1日の最初の食事又は飲水の前に、空腹
の状態で服用すること」については、起床後すぐの服用を
おすすめしています。また、起床時に空腹状態である必要
があるため、前日の夕食の時間も重要となります。翌朝の
リベルサス®錠の服用までに十分な時間を確保できるよう、

そこで得た情報を電子カルテに記載し、医師に共有して
います（図1）。
戸崎　診察ではコミュニケーションが重要ですが、時間は
限られています。そのため、栄養相談や糖尿病教室、受付
時、待ち合い時の会話などにおけるスタッフと糖尿病が
ある方のコミュニケーションも、重要な情報源となります。
また、お一人おひとりで話がしやすいスタッフは異なり
ます。栄養士や看護師、受付スタッフなどそれぞれが得た
情報をチーム内で共有することで、診察でのコミュニケー
ションが円滑になり、個々のバックグラウンドをより考慮
した治療の実施が可能となります。

前日の夕食を早めに摂っていただくよう、お伝えして
います。
佐藤　夕食の時間が早いことは栄養相談の観点からも
メリットが大きいと思います。栄養相談の際に、夕食の時間
や就寝までの飲食の状況を聞き取り、リベルサス®錠が
空腹の状態で服用できているかを医師に共有しています。
戸崎　次に、「コップ約半分の水（約120mL以下）で服用
すること」ですが、コップの大きさによって水の量は異なる
ので、120mLの量がわからない時は計量カップで
120mLを超えないよう計ってから服用するようすすめて
います。そして最後の注意点、「服用時及び服用後少なくとも
30分は、飲食及び他の薬剤の経口摂取を避けること」も
きちんと説明します。30分と聞いて長く感じてしまう方も
いらっしゃいますが、よくよく伺うと実際には起床時から
朝食を摂るまで30分以上空いていた、とおっしゃる方も
少なくありません。このような聞き取りは、リベルサス®錠を
正しく服用いただけるかを判断するための重要な情報源
となります。

佐藤　リベルサス®錠の服薬実行度については、事前に
医師がしっかりとした説明を行っていることで、正しく服用
できている方が多いと実感しています。また、服薬実行度
を高く維持するためには、処方前の事前説明と同様に、
正しい服用方法を継続できているか定期的に確認する
ことも重要だと考えています。日常のコミュニケーション
で3つの注意点を守れているか確認するよう心がけて
います。
戸崎　また、リベルサス®錠を含むGLP-1受容体作動薬
では、一般に、副作用として胃腸障害の発現の可能性が
知られています1。リベルサス®錠を処方した方には、胃腸
障害が起こっていないか、また、発現が確認された場合、
食事が摂れているかどうかも含めて服薬継続が可能な
状況かを確認し、必要に応じて減量や投与中止などを
考慮します。
佐藤　副作用や服薬方法の困りごとなどを、スタッフに
話して下さる方もいらっしゃいますので、糖尿病がある方
と積極的にコミュニケーションをとって、得た情報を医師
に共有し治療に役立てていただければと考えています。
戸崎　糖尿病診療では、個々の病態にあった治療選択肢
を提示し、的確な説明を行ったうえで、糖尿病がある方と
ともに治療選択を行うことが重要であると考えています。
リベルサス®錠は、HbA1cの目標値を達成していない2型
糖尿病がある方に対する選択肢の1つであると考えて
います。リベルサス®錠を処方される際は、その効果がしっ
かりと発揮されるよう、また、副作用の発現を最小化できる
よう、是非、スタッフの皆様とともに事前の説明と処方後
のフォローをお願いできればと思います。

図1：電子カルテを利用した情報共有（イメージ図）
チーム内で共有した情報を
確認して診察へ活用

糖尿病がある方の情報を
チーム内で共有

2型糖尿病治療におけるリベルサス®錠

リベルサス®錠の処方にあたって

電子カルテ
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写真：ブルーライトアップされた糖尿病・内分泌内科クリニックTOSAKI（愛知県名古屋市）

図2：リベルサス®錠の薬袋用リーフ リベルサス®錠の処方後のフォロー
®

服用後に、飲み物を飲ん
だり、食事をしたり、他の
お薬を服用する場合は、
少なくとも服用後30分
経ってからにしてください。

1錠をコップ約半分の
水（約120mL以下）と
ともに服用してくだ
さい。

空腹時（1日の最初の
飲食の前）に服用して
ください。起床時がお
すすめです。

分

服用方法

リベルサス®錠を
服用される方向けWEBページ
https://www.novonordisk.co.jp/products/how-to/rybelsus.html

リベルサス®錠を服用される方へ

1.日本糖尿病学会 編・著:糖尿病治療ガイド2022-2023, P.31-48, P.66-67, 文光堂, 2022
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